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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 16,036 38.8 1,195 13.5 1,463 15.7 971 12.0

29年3月期第3四半期 11,549 △6.9 1,053 13.0 1,264 8.2 867 31.6

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　2,134百万円 （165.3％） 29年3月期第3四半期　　804百万円 （211.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 39.56 ―

29年3月期第3四半期 34.38 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 40,137 31,023 76.9

29年3月期 37,796 29,236 77.0

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 30,864百万円 29年3月期 29,088百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 14.00 14.00

30年3月期 ― 0.00 ―

30年3月期（予想） 17.00 17.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 24.8 1,700 8.6 1,850 0.9 1,450 35.7 59.03

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料10ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 27,500,000 株 29年3月期 27,500,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 2,935,511 株 29年3月期 2,935,411 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 24,564,535 株 29年3月期3Q 25,244,077 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

当第 3四半期連結累計期間（以下「当第 3四半期」という。）のわが国経済については、雇用

環境他の改善等を背景に、個人消費ならびに企業の設備投資も持ち直しが続いており、景気は

緩やかな回復基調が続きました。一方、わが国をとりまく世界経済については、米国や欧州の

一部の地域では景気は引続き緩やかな回復基調が続き、中国ならびにアジア地域においても景

気の持ち直しの動きが見られましたが、米国の政策動向や新興国での経済減速に対する懸念等、

引続き先行きの不透明な状況にあります。 

 

このような状況下、当社とその連結企業（以下「当社グループ」という。）の当第 3四半期の

売上高は、昨年 1月に当社グループ入りした株式会社セイタン（以下「セイタン」という。）の

業績寄与ならびに円安・タイバーツ高の恩恵も受け、前期比 44 億 86 百万円増加の 160 億 36 百

万円となりました。利益面は、営業利益では、建機事業での売上減少の影響や国内鍛造事業で

のエネルギー費の高騰等がありましたが、全体的な売上増加により、前年同四半期比 1億 41 百

万円増加の 11 億 95 百万円、経常利益では、受取配当金が増加したことと前期計上した為替差

損がなかったこともあり、前年同四半期比 1 億 98 百万円増加の 14 億 63 百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益では、特別損失として、主に金属製パレットの製造を行っ

ていた中国子会社の撤退に関わる関係会社整理損 42 百万円を計上しましたが、経常利益の増加

もあり、前年同四半期比 1億 3百万円増加の 9億 71 百万円となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

当社グループの主要事業である鍛造事業は、既存の各社においては、鍛造品の主要マーケッ

トである国内自動車産業の海外生産拡大による現地調達化の基調は続いており、国内自動車産

業向けの鍛造品は引続き伸び悩んでおります。また、当社主力の大型部品の引き合いは一部取

引先の調達ルートの変更もあり依然として強くない状況が続きました。一方、海外子会社の市

場であるタイ国の自動車産業においては、景気の停滞感があるものの、底打ち感も見られ、当

社鍛造品はほぼ横這いで推移しました。また、建設機械産業においては、中国市場他における

建設機械需要の回復ならびに資源価格の持ち直しによる鉱山機械関連の回復が一部で見られ、

関連する鍛造部品は増加いたしました。なお、新たにグループ入りしたセイタンの業績につい

ては、鍛造セグメント業績に寄与いたしました。 

以上から、売上高は前年同四半期比 43 億 88 百万円増加の 133 億 11 百万円、営業利益は前年

同四半期比 1億 82 百万円増加の 11 億 15 百万円となりました。 

仮設機材の販売・リースを行う建機事業は、首都圏での再開発事業や社会インフラの改修整

備等から、仮設機材の需要は引続きあるものの、機材保有量の高止まりや建設関連職人の人手

不足問題ならびに人件費の高騰による建設工事の一部見直し等で着工が弱含みで推移した事で、

関連する仮設機材の販売・リースは減少しました。売上高は前年同四半期比 97 百万円減少の 16

億 16 百万円、営業利益は前年同四半期比 59 百万円減少の 2億 43 百万円となりました。 

金属製パレットの製造販売を中心とした物流事業は、主要顧客である自動車会社において、

引続き海外生産の進行等の影響があるものの、自動車会社の国内工場再編等の動きによるパレ

ットニーズの恩恵を受けました。売上高は前年同四半期比1億 83百万円増加の9億 76百万円、

営業利益は前年同四半期比 22 百万円減少の 53 百万円となりました。 

不動産事業の売上高は、主要ビルの改修工事完了による新たなテナントの入居もあり、前年

同四半期に比べ 12 百万円増加の 1億 32 百万円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 
① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ7億97百万円増加し、193億50百万円となりました。

これは、売上増加に伴い受取手形及び売掛金が 4 億 47 百万円、電子記録債権が 1 億 67 百万

円、棚卸資産が 1億 8百万円増加したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ 15 億 43 百万円増加し、207 億 86 百万円となりまし

た。これは、鍛造事業の高萩工場の建屋改修工事ならびにタイ子会社のアクスルシャフト第

３ライン新設ならびに既存ライン改造等で、有形固定資産が 1 億 97 百万円増加したことと、

株価上昇等により投資有価証券が 13 億 71 百万円増加したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ 23 億 40 百万円増加し、401 億 37 百万円と

なりました。 

 

    （負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ 2億 90 百万円増加し、69 億 57 百万円となりました。

これは、未払法人税が 1 億 77 百万円減少し、一方、電子記録債務が 5 億 41 百万円増加した

ことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ 2億 63 百万円増加し、21 億 56 百万円となりました。

これは、従業員退職による支給により退職給付に係る負債が 1 億 1 百万円減少し、一方、株

式時価上昇による投資有価証券の増加に伴い繰延税金負債が3億82百万円増加したことなど

によります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 17 億 86 百万円増加し、310 億 23 百万円となりま

した。これは、配当金支払で剰余金が減少しましたが、当第 3 四半期累計で親会社株主に帰

属する四半期純利益を9億71百万円計上したことと投資有価証券の増加によりその他有価証

券評価差額金が 8億 69 百万円増加したことなどによります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第 3 四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より 1 百万円減少し、

95 億 64 百万円となりました。 

各活動のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は、税金等調整前四半期純利益 13 億 62 百万円計上ならびに減価償却

を 8億 84 百万円実施したこと等により、13 億 59 百万円の増加となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は、有形固定資産 11 億 15 百万円の取得等により、12 億 13 百万円の

減少となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は、配当金の支払い 3 億 43 百万円等により、2 億 65 百万円の減少と

なりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
当年度の連結業績予想については、本日開示しました「業績予想の修正及び配当予想の修正

に関するお知らせ」ならびに当「平成 30 年 3 月期 第 3四半期決算短信」の（重要な後発事象）

に記載しました資産の譲渡により、3億 5百万円の特別利益が発生する事象も加わったことから、

平成 29 年 5 月 15 日に開示しました今期の業績予想を以下のとおり変更しております。 

 

                         単位：百万円 

 前回発表予想

（Ａ） 

今回修正予想

（Ｂ） 

増減額 

（Ｂ）－（Ａ） 

売 上 高 20,400 21,500 ＋1,100 

営 業 利 益 1,700 1,700 ±0 

経 常 利 益 1,850 1,850 ±0 

当期純利益 1,200 1,450 ＋250 

 

(注)上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社が合理的と判断した

見通しであり、市場の動向・為替の変動などのリスクや不確実性を含んでおり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性がございます。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　　　　該当事項はありません。

　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　　　税金費用の計算　　　

　　　　法人税等の処理は、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算して

　　　おります。
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　（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

セグメント利益

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

全社費用（注）

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

セグメント利益

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

全社費用（注）

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

△ 283,276

1,195,040

（単位：千円）

利益 金額

1,478,316

132,555 16,036,287

1,115,271 243,122 53,947 65,975 1,478,316

利益 金額

計 13,311,168 1,616,218 976,344

16,036,287

－ － － － －

13,311,168 1,616,218 976,344 132,555

（単位：千円）

1,364,857

11,549,446120,540

－ － －

8,922,744 1,713,720 792,441

933,259 302,345 76,669 52,582

計

（単位：千円）

8,922,744 1,713,720 792,441 120,540 11,549,446

鍛造事業 不動産事業 合計

－ －

建機事業 物流事業

1,364,857

△ 311,749

（単位：千円）

鍛造事業

1,053,107

建機事業 物流事業 不動産事業 合計
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（重要な後発事象） 
（資産の譲渡） 

   平成30年１月25日に、当社取引先との合意により、当社が保有しています投資有価証券の一部を譲

渡いたしました。これに伴い、平成30年3月期決算において、投資有価証券売却益3億5百万円の特別

利益が発生する見込みです。 
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